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平成２６年４月１日改訂
別紙－３㊴ 営繕用（建築・第３評定者）

考査項目 工 種 ａ ｂ ｃ ｄ
3.出来形及 □全体的な完成度が優れてい □全体的な完成度が良 □全体的な完成度が適 □全体的な完成度が劣
び出来ばえ る 好である 切である っている

●評価対象項目
Ⅲ .出 来 ば 建 築 □１．きめ細かな施工がなされ、取り合いの納まりや端部まで仕上がりが □１．出来ばえが劣っ
え 工 事 良い。 ている。

□２．関連工事(工種)又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上が
りである。

□３．使い勝手や使用者に対する安全及び環境に対する配慮に優れている。
□４．仕上がりの状態が良好で、作動状態も良好である。
□５．色調が均一であり、色むら等が無く、全体的な美観が良好である。
□６．材料・製品の割付や通り等が良く、全体的な出来ばえが良好である。
□７．保全に配慮した施工がなされている。
□８．その他 理由：

●判断基準
該当項目が90％以上・・・・・・・ ａ ①全体的な仕上がり状態、機能を評価する。
該当項目が80％以上90％未満・・・ ｂ ②出来ばえの評価は、全体的な仕上がり状態、形状、配置及び関連工事との
該当項目が80％未満・・・・・・・ ｃ 調和、目的物としての機能などについて、観察、計測等により技術的な評

価を行う。
③□欄には、「評価対象項目」のうち、評価出来ればレを記入し、「評価対象

外項目」は－を記入する。
④削除項目（「評価対象外項目」）のある場合は削除後の評価項目数を母数と

して、比率(％）計算の 値で評価する。
⑤評価値（ ％）＝（評価数( )／対象評価項目数( )）×100
⑥評価対象項目数が２項目以下の場合は、全て該当してもｃ評価とする。
⑦建築工事・電気設備工事・暖冷房衛生設備工事等が２工種以上複合してい

る工事については、それぞれの工種毎に評価し、工事費内訳による加重平
均などの方法によってよいものとする。
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別紙－３㊵ 営繕用（電気・第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ｂ ｃ ｄ

3.出来形及 □全体的な完成度が優れてい □全体的な完成度が良 □全体的な完成度が適 □全体的な完成度が劣
び出来ばえ る 好である 切である っている

●評価対象項目
Ⅲ .出 来 ば 電 気 設 □１．きめ細やかな施工がなされている。 □１．出来ばえが劣っ
え 備工 事 □２．関連工事(工種)又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上が ている。

りである。
通 信 設 □３．機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れて
備工事 いる。

□４．使用者への安全に対する配慮及び環境負荷低減への対策が優れてい
る。

□５．運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされて
いる。

□６．その他 理由：

●判断基準
該当項目が90％以上・・・・・・・ ａ
該当項目が80％以上90％未満・・・ ｂ ①全体的な仕上がり状態、機能を評価する
該当項目が80％未満・・・・・・・ ｃ ②出来ばえの評価は、全体的な仕上がり状態、形状、配置及び関連工事との

調和、目的物としての機能などについて、 観察、計測等により技術的な
評価を行う。

③□欄には、「評価対象項目」のうち、評価出来ればレを記入し、「評価対象
外項目」は－を記入する。

④削除項目（「評価対象外項目」）のある場合は削除後の評価項目数を母数と
して、比率(％）計算の値で評価する。

⑤評価値（ ％）＝（評価数( )／対象評価項目数( )）×100
⑥評価対象項目数が２項目以下の場合は、全て該当してもｃ評価とする。
⑦建築工事・電気設備工事・暖冷房衛生設備工事等が２工種以上複合してい

る工事については、それぞれの工種毎に評価し、工事費内訳による加重平
均などの方法によってよいものとする。
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別紙－３㊶ 営繕用（機械・第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ｂ ｃ ｄ

3.出来形及 □全体的な完成度が優れてい □全体的な完成度が良 □全体的な完成度が適 □全体的な完成度が劣
び出来ばえ る 好である 切である っている

●評価対象項目
Ⅲ .出 来 ば 暖 冷 房 □１．きめ細やかな施工がなされている。 □１．出来ばえが劣っ
え 衛 生 設 □２．関連工事(工種)又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上が ている。

備工事 りである。
□３．機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れて

機 械 設 いる。
備工 事 □４．使用者への安全に対する配慮及び環境負荷低減への対策が優れてい

る。
□５．運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされて

いる。
□６．その他 理由：

●判断基準
該当項目が90％以上・・・・・・・ ａ ①全体的な仕上がり状態、機能を評価する
該当項目が80％以上90％未満・・・ ｂ ②出来ばえの評価は、全体的な仕上がり状態、形状、配置及び関連工事との
該当項目が80％未満・・・・・・・ ｃ 調和、目的物としての機能などについて、 観察、計測等により技術的な

評価を行う。
③□欄には、「評価対象項目」のうち、評価出来ればレを記入し、「評価対象

外項目」は－を記入する。
④削除項目（「評価対象外項目」）のある場合は削除後の評価項目数を母数と

して、比率(％）計算の値で評価する。
⑤評価値（ ％）＝（評価数( )／対象評価項目数( )）×100
⑥評価対象項目数が２項目以下の場合は、全て該当してもｃ評価とする。
⑦建築工事・電気設備工事・暖冷房衛生設備工事等が２工種以上複合してい

る工事については、それぞれの工種毎に評価し、工事費内訳による加重平
均などの方法によってよいものとする。
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別紙－３㊸ （第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ｂ ｃ ｄ

優れている やや優れている 他の評価に該当しない 劣っている
3.出来形 ｺﾝｸﾘｰﾄ ●評価対象項目 ●判断基準
及び出来 二次製品水路 □１．コンクリート二次製品の肌が良い。 該当５項目以上・・・ａ
ばえ 工 事 □２．コンクリート二次製品の通りが良い。 該当４項目・・・・・ｂ

□３．法面、端部の埋め戻し等の仕上げが良い。 該当３項目・・・・・ｃ
Ⅲ .出 来 □４．クラックがない。 該当２項目以下・・・ｄ
ばえ □５．附帯構造物とのすりつけがよい。

□６．全体的な美観が良い。
ため池工事 ●評価対象項目 ●判断基準

□１．土工の仕上げが良い。 該当５項目以上・・・ａ
□２．土工の構造物へのすり付け等が良い。 該当４項目・・・・・ｂ
□３．植生の状態が良い。 該当３項目・・・・・ｃ
□４．コンクリート構造物の通りが良い。 該当２項目以下・・・ｄ
□５．天端仕上げ、端部仕上げ等が良い。
□６．全体的な美観が良い。

水路補修工事 ●評価対象項目 ●判断基準
□１．小構造物等にも注意が払われている。 該当３項目以上・・・ａ
□２．きめ細かな施工がなされている。 該当２項目以上・・・ｂ
□３．既設構造物とのすり付けが良い。 該当１項目以上・・・ｃ
□４．全体的な美観が良い。 該当項目なし・・・・ｄ

上記以外の工事 ●評価対象項目 ●判断基準
該当４項目以上・・・ａ

□ 理由： 該当３項目・・・・・ｂ
該当２項目・・・・・ｃ

□ 理由： 該当１項目以下・・・ｄ

□ 理由：

□ 理由：

□ 理由：

※当該工種からの５項目程度とする。

多工種複合工事
※別紙－３㉟～別紙－３㊸の中から適宜様式を１種類選定して評価する。


